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十
一
月
二
十
四
日（
木
）、プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
併
用
し
た
「
二
〇
二
二

経
営
研
究
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会
の
内
外
か
ら
約
二
〇
〇
名（
う

ち
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
約
四
〇
名
）
が
集

い
熱
気
溢
れ

る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演

の
講
師
に

は
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
や

テ
レ
ビ
、
公

式
ブ
ロ
グ
な

ど
で
経
済
の

仕
組
み
や
現

在
の
情
勢
を

分
析
・
発
信

し
続
け
る
㈱

経
世
論
研
究

所
、
所
長
・

三
橋
貴
明
氏

を
迎
え
「
中

小
企
業
経
営

者
が
身
に
つ

け
る
べ
き
マ
ク
ロ
経
済
学
」
と
題
し

て
、
実
体
経
済
と
金
融
経
済
の
結
び

つ
き
、
イ
ン
フ
レ
ギ
ャ
ッ
プ
と
デ
フ

レ
ギ
ャ
ッ
プ
の
説
明
、
各
種
統
計
を

も
と
に
し
た
日
本
と
海
外
の
経
済
状

況
の
比
較
・
分
析
、
さ
ら
に
現
代
的

な
銀
行
業
の
成
り
立
ち
を
踏
ま
え
、

国
家
の
貨
幣
の
真
相
を
深
堀
り
し
て

い
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
か
ら

の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
見
据
え

て
、
企
業
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
労

働
生
産
性
向
上
へ
の
「
投
資
」
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
「
自
社
が
成
長
す
る
た
め
に
ど
ん

な
取
り
組
み
を
し
ま
す
か
？
」
の

テ
ー
マ
で
意
見
交
換
。
自
社
に
必
要

な
新
し
い
取
り
組
み
や
、
経
営
者
と

し
て
の
考
え
方
を
そ
れ
ぞ
れ
が
交
流

し
、
明
日
へ
の
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
経
済

の
原
則
が
分
か
り
易
く
、
多
く
の
気

づ
き
を
得
ら
れ
た
」「
値
上
げ
、
人

材
、
生
産
性
向
上
へ
の
投
資
、
取
り

組
む
べ
き
事
が
見
え
て
き
た
」「
経

済
が
お
も
し
ろ
い
と
思
え
た
の
は
初

め
て
だ
っ
た
」「
税
に
つ
い
て
な
ど

知
ら
な
い
事
が
多
い
事
に
気
付
か
さ

れ
た
。
情
報
を
精
査
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
強
く
感
じ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

２
０
２
２
経
営
研
究
集
会
を
開
催

い
ま
知
る
べ
き
日
本
経
済

い
ま
知
る
べ
き
日
本
経
済

��

～
国
の
今
を
見
つ
め
、
中
小
企
業
の
未
来
を
考
え
る
～

～
国
の
今
を
見
つ
め
、
中
小
企
業
の
未
来
を
考
え
る
～
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

学
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会
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音
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部
）

企
業
×
学
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本
音
ト
ー
ク
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青
年
部
）

　

十
月
二
十
七
日
（
木
）、
ア
メ
イ

ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前
橋
を
会
場
に
、

青
年
部
設
営
に
よ
る
「
企
業
×
学
生

　

本
音
ト
ー
ク
」
を
開
催
。
大
学
四

年
生
に
よ
る
就
職
活
動
報
告
や
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
の
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月
の
初
開
催

か
ら
通
算
三
回
目
の
開
催
で
、
今
回

の
参
加
者
は
企
業
側
約
二
〇
名
・
学

生
側
約
三
〇
名
の
総
勢
五
〇
名
。

　

第
一
部
／
大
学
四
年
生
に
よ
る
就

職
活
動
報
告
で
は
、
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
の
三
名
が
企
業
選
び
の
ポ

イ
ン
ト
や
自
身
の
こ
だ
わ
り
、
具
体

的
な
行
動
や
内
定
獲
得
ま
で
の
道
の

り
な
ど
を
率
直
に
報
告
。
ま
た
、
第

二
部
／
企
業
×
学
生
意
見
交
換
交
流

会
は
、
飲
食
を
楽
し
み
な
が
ら
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
で
行
わ
れ
、
情
報

交
換
や
意
見
交
換
、
あ
る
い
は
悩
み

相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
本
音
ト
ー

　

十
月
二
十
四
日
（
月
）、
高
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
高

崎
支
部
十
月
例
会
」
を
開
催
。「
ポ

ジ
テ
ィ
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
～
明
日
か
ら
笑
顔

で
過
ご
せ
る
人
に
な
る
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
㈱
プ
ロ
タ
ゴ
ワ
ー
ク
ス
・
野

尻
氏
、4ever partners

・
鈴
木
氏
、

セ
レ
ナ
ー
デ
・
朝
岡
氏
（
い
ず
れ
も

高
崎
支
部
）
が
リ
レ
ー
形
式
で
講
義

や
ワ
ー
ク
な
ど
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
に
向
け
て
、「
心
理
的
安
全

性
の
高
い
チ
ー
ム
づ
く
り
」の
講
義
、

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
度
」

の
自
己
診
断
ワ
ー
ク
、「
短
所
を
長

所
に
変
え
た
い
や
き
」
の
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
の
三
部
構
成
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
数
多
く
の
学
生
さ
ん
が
企

画
運
営
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
「
本
音

ト
ー
ク
」。
今
後
も
参
加
す
る
学
生

の
輪
、
企
業
の
輪
が
広
が
り
、
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

を
進
行
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

〝
た
い
や
き
ゲ
ー
ム
〟
で
は
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
思
考
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
多

く
の
カ
ー
ド
を
獲
得
す
る
人
、
馴
れ

な
い
ポ
ジ
テ
ィ
語
変
換
に
苦
戦
す
る

人
、
自
身
の
日
頃
の
言
葉
づ
か
い
を

深
く
反
省
す
る
人
な
ど
、
参
加
者
の

反
応
も
様
々
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
具
体

的
な
提
案
も
あ
り
、
さ
っ
そ
く
自
社

で
も
取
り
組
み
た
い
」「
言
葉
は
相

手
だ
け
で
な
く
、
自
分
へ
の
影
響
も

大
き
い
こ
と
を
理
解
で
き
た
」「
学

び
あ
り
笑
い
あ
り
、
と
て
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
例
会
だ
っ
た
」
な
ど
の
感

想
や
意
見
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

高
崎
支
部
10
月
例
会
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製
作
の
㈱
ム
ラ
オ
カ
鉄
工
所
、
副
社

長
・
村
岡
功
晃
氏
（
太
田
支
部
）
が

「
経
営
指
針
作
成
で
我
が
社
は
こ
う

変
わ
っ
た
!?~

樹
海
（
債
務
超
過
）

の
先
に
見
え
た
光
～
」
と
題
し
て
経

営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

村
岡
氏
は
、
同
友
会
に
お
け
る
経

営
指
針
作
成
の
位
置
づ
け
や
、
そ
の

重
要
性
を
説
明
し
た
後
、
自
身
の

〝
つ
く
る
会
〟
へ
の
参
加
を
踏
ま
え

て
「
も
ち
ろ
ん
理
念
と
数
字
の
両
輪

が
大
事
。
但
し
、
当
社
に
と
っ
て
は

　

十
月
二
十
八
日
（
金
）、
渋
川
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻

支
部
十
月
例
会
」
を
開
催
。
金
属
部

品
の
切
削
加
工
、
各
種
溶
接
・
設
備

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
十
月

二
十
八
日
（
金
）、
富
岡
商
工
会
議

所
会
館
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
設
）
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
。
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
事
業
所
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
行
う
㈲
山
富
、
代
表
取
締

役
・
原
田
光
則
氏
（
同
支
部
所
属
）

が
「
事
業
を
引
き
継
ぐ
覚
悟
～
継
ぐ

こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
私
の
事
業

承
継
～
」と
題
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

幼
少
期
よ
り
会
社
に
出
入
り
し
、

従
業
員
に
「
若
社
長
、
二
代
目
」
と

言
わ
れ
な
が
ら
育
ち
、
継
ぐ
こ
と
が

当
然
と
歩
ん
で
き
た
自
身
の
経
歴
を

紹
介
し
た
原
田
氏
。
実
際
に
引
き
継

ぐ
際
に
「
良
い
も
悪
い
も
全
て
引
き

継
ぐ
と
い
う
覚
悟
を
決
め
た
」
と
力

強
く
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
例
会

の
資
料
を
準
備
す
る
中
で
「
次
の
世

代
へ
引
き
継
ぐ
ま
で
が
自
分
の
事
業

承
継
だ
と
感
じ
た
」
と
し
て
、
先
を

見
据
え
る
決
意
を
垣
間
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
事
業

承
継
は
会
社
の
数
だ
け
あ
る
。
他
の

ケ
ー
ス
も
聞
き
た
い
」「
自
分
の
次

に
渡
す
ま
で
が
事
業
承
継
」「
静
か

な
中
に
熱
い
想
い
を
感
じ
る
事
が
で

数
字
（
管
理
会
計
）
の
効
果
が
絶
大

だ
っ
た
」と
言
い
ま
す
。
ま
た
、テ
ー

マ
に
あ
る
樹
海
（
債
務
超
過
）
の
脱

出
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
自

社
の
財
務
状
況
の
正
確
な
把
握
、
緻

密
な
利
益
計
画
・
返
済
計
画
の
作
成

な
ど
を
実
際
の
数
字
や
デ
ー
タ
を
示

し
な
が
ら
赤
裸
々
に
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
会
社
が
良
く
な
っ
た

（
変
わ
っ
た
）
キ
ッ
カ
ケ
は
？
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。

村
岡
氏
の
同
友
会
ら
し
い
率
直
な
報

告
内
容
と
、
そ
の
人
柄
を
表
わ
す
よ

う
な
多
数
の
他
支
部
か
ら
の
参
加

で
、
い
つ
も
以
上
に
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

樹
海
の
先
に
見
え
た
光

事
業
を
引
き
継
ぐ
覚
悟

超友好的に乗っ取る事業承継
　

十
月
二
十
五
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場

に
「
伊
勢
崎
支
部
十
月
例
会
」
を
開

催
。
金
属
プ
レ
ス
加
工
・
金
型
設
計

製
作
の
㈱
野
口
製
作
所
、
代
表
取
締

役
・
野
口
大
輔
氏
（
富
岡
安
中
支
部
）

が
報
告
者
を
務
め
、「
超
友
好
的
に

乗
っ
取
る
事
業
承
継
～
求
め
ら
れ
た

変
革
と
新
分
野
へ
の
挑
戦
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経
営
体
験
を
語

り
ま
し
た
。

　
「
継
が
せ
る
側
・
継
ぐ
側
、
双
方

の
覚
悟
が
大
事
」「
譲
ら
れ
る
の
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
超
友
好
的
に

乗
っ
取
る
」「
現
状
維
持
を
望
む
な

ら
継
が
な
い
方
が
良
い
」
な
ど
の
言

葉
と
と
も
に
、
同
社
に
お
け
る
事
業

承
継
の
流
れ
や
ポ
イ
ン
ト
を
振
り

返
っ
た
野
口
氏
。
ま
た
、
事
業
承
継

を
失
敗
さ
せ
な
い
唯
一
の
方
法
を

「
変
革
し
続
け
る
し
か
な
い
」
と
し

た
上
で
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
新

分
野
へ
の
進
出
、
別
会
社
の
立
ち
上

げ
な
ど
、
承
継
後
の
新
し
い
取
り
組

み
や
挑
戦
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
事
業
承
継
に
つ

い
て
今
考
え
て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
親

族
・
社
員
を
問
わ
ず
、
経
営
者
の
責

任
を
果
た
せ
る
人
材
に
任
せ
た
い
」

「
ま
ず
は
承
継
し
た
い
と
思
え
る
会

社
づ
く
り
か
ら
」「
希
薄
に
な
り
が

ち
な
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
事
に
し
た
い
」
な
ど
、
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

伊勢崎支部10月例会

渋
川
吾
妻
支
部
10
月
例
会

富
岡
安
中
支
部
10
月
例
会

き
た
」「
事

業
承
継
前
後

の
社
員
の
様

子
を
討
論
で

出
し
合
え
た

の
は
貴
重
な

体
験
だ
っ

た
」
と
い
っ

た
感
想
が
綴

ら
れ
て
い
ま

し
た
。
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で
の
改
革
が
必
要
な
制
度
や
事
例
に

合
わ
せ
て
、
官
邸
主
導
で
行
う
改
革

の
進
め
方
を
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
官
邸
に

頼
っ
た
改
革
で
は
な
く
、
官
邸
と
中

小
企
業
、
さ
ら
に
自
治
体
が
連
携
し

た
枠
組
み
を
つ
く
り
、
強
く
改
革
を

押
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
ま

し
た
。
講
演
の
後
半
で
は
参
加
者
か

ら
事
前
に
提
出
さ
れ
て
い
た
質
問
に

そ
れ
ぞ
れ
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

㈱
・
漆
畑
氏
が
報
告
を
務
め
た
七
月

例
会
の
中
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
、

神
保
支
部
長
の
経
営
課
題
改
善
の
様

子
を
、
例
会
を
通
し
て
追
い
か
け
よ

う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。「
丸
見
え

な
経
営
課
題
、
取
り
組
み
事
例
パ
ー

ト
Ⅰ
～
同
友
会
の
例
会
で
気
付
か
さ

れ
、
や
っ
と
本
気
に
な
っ
た
～
」
と

題
し
て
、
㈲
神
保
商
会
・
神
保
豊
氏

（
太
田
支
部
長
）
が
、
見
栄
や
プ
ラ

イ
ド
を
捨
て
経
営
課
題
に
向
き
合
っ

た
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

神
保
氏
は
今
回
報
告
す
る
に
至
る

　

前
橋
支
部
と
沼
田
支
部
は
、
十
月

二
十
日
（
木
）、
利
根
沼
田
文
化
会

館
を
会
場
に
合
同
例
会
を
開
催
。
講

師
と
し
て
㈱
政
策
工
房
、
代
表
取
締

役
・
原
英
史
氏
を
お
迎
え
し
「
規
制

改
革
、中
小
企
業
の
役
割
」
と
題
し
、

現
在
の
政
策
や
企
業
経
営
に
お
け
る

規
制
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

原
氏
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
労
働
・
教
育
・

農
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
各
分
野

　

太
田
支
部
で
は
、
十
月
二
十
七
日

（
木
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
例
会
は
、
富
士
ゴ
ム
工
業

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
改
革

が
進
ま
な
い
背
景
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」「
メ
デ
ィ
ア
で
知
る
情
報
と

現
場
で
関
わ
る
人
で
は
意
見
が
違

う
。
視
野
が
広
が
っ
た
」「
自
社
の

業
界
の
問
題
点
を
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ

に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

経
緯
と
会
社
の
沿
革
を
説
明
し
た

後
、
自
社
の
強
み
と
弱
み
、
三
カ
年

の
経
営
計
画
、
目
標
達
成
に
対
す
る

課
題
と
そ
の
課
題
に
対
し
て
の
施

策
、
さ
ら
に
取
り
組
み
の
中
で
感
じ

た
こ
と
と
決
意
し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。
最
後
は
、課
題
に
気
付
き
、

本
気
で
取
り
組
む
キ
ッ
カ
ケ
を
く
れ

た
例
会
参
加
者
に
向
け
て
、
感
謝
の

言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
報
告

者
が
一
番
学
べ
る
と
い
う
意
味
が
わ

か
る
例
会
だ
っ
た
」「
課
題
抽
出
・

分
析
・
課
題
解
決
に
向
け
た
実
践
の

経
過
が
見
て
取
れ
る
内
容
で
学
び
に

な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

規
制
改
革
、
中
小
企
業
の
役
割

丸
見
え
な
経
営
課
題

地産地消の循環型給食
　

十
月
二
十
六
日
（
水
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併

用
）
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
十
月
例

会
」
を
開
催
。
有
機
土
壌
活
性
液
装

置
の
設
計
・
製
造
・
販
売
な
ど
を
手

掛
け
る
日
本
ゼ
ウ
ス
工
業
㈱
、
常
務

取
締
役
・
田
中
光
太
郎
氏
（
桐
生
支

部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
地
産
地

消
の
循
環
型
給
食
～
企
業
は
社
会
を

変
え
ら
れ
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
自
身

の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
六
月
か
ら
、
桐
生
市
内
の
学

校
給
食
の
残
渣
（
食
べ
残
し
）
を
肥

料
化
し
、
そ
の
肥
料
を
使
っ
て
栽
培

さ
れ
た
農
作
物
を
学
校
給
食
と
し
て

提
供
す
る
〝
地
産
地
消
の
循
環
型
給

食
〟
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た

同
社
。
田
中
氏
は
足
掛
け
五
年
以
上

に
及
ぶ
行
政
と
の
や
り
と
り
や
そ
の

苦
労
な
ど
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま

た
、
肥
料
・
飼
料
の
輸
入
依
存
や
高

齢
化
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
、
日
本
の

農
業
が
抱
え
る
問
題
を
踏
ま
え
、
企

業
が
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

重
要
性
を
参
加
者
に
投
げ
掛
け
ま
し

た
。

　

報
告
後
は
「
こ
れ
か
ら
の
未
来
を

ど
う
切
り
開
く
（
考
え
る
）
か
？
」

を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実

施
。「
激
変
の
時
代
、
企
業
も
変
わ

ら
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
」「
前

例
に
捉
わ
れ
ず
、
自
社
独
自
の
カ
タ

チ
を
追
求
す
る
」「
志
を
同
じ
く
す

る
仲
間
と
の
協
働
が
大
事
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

桐生支部10月例会

前
橋
支
部
・
沼
田
支
部
合
同
10
月
例
会

太
田
支
部
10
月
例
会
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【私募債寄付】
� サラフジ㈱
　サラフジ㈱（代表取締役・佐藤孝志氏／前橋支部所属）。
群馬銀行の「ぐんぎんSDGs私募債」で高崎工業高にiPad（ア
イパッド）２台（10万円相当）� ［10 ／ 20付上毛］

【仕事や社会を考える】
� ㈱エスティビー
　渋川工業高のキャリア教育講座が、渋川市の同校で開かれ、
物流などを手がける㈱エスティビー（代表取締役・杉崎由里
氏／伊勢崎支部所属）が「自分探しの旅の途中の君たちへ」
と題して講演した。杉崎社長は１年生149人に対し、「社会に
とって不可欠なのは」「何のために働くの」といった疑問を
投げかけた。その上で社会人として、リーダーとなる人のリー
ダーシップを引き出す能力「フォロワーシップ」も重要であ
ると訴えた。� ［10 ／ 21付上毛］

【納得するまで挑戦し成長】
� 中央カレッジグループ
　専門学校など11校を展開する中央カレッジグループ（代表
理事長・中島利朗氏／前橋支部所属）の創立80周年記念講演
会が24日、高崎市の高崎芸術劇場で開かれた。宇宙飛行士の
山崎直子さんが「夢・希望・未来」と題し、学生や教職員ら
約２千人に協力や挑戦の大切さを語った。
　山崎さんは同グループ80周年について「多くの人の支えが
あったはず。宇宙開発も同じ」とし、ロケットや宇宙探査の
歴史を紹介。宇宙飛行士には「自分が頑張ると同時に、人に
お願いできる力、リーダーを支える力が必要」と述べた。
� ［10 ／ 25付上毛］

【SDGs宣言書の作成を支援】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支部所
属）は取引先企業のSDGs（持続可能な開発目標）宣言書の
作成を支援するサービス「しののめ信金SDGs宣言サポート」
を始めた。損害保険ジャパンが提供する、企業のSDGsの取
り組みを簡易評価するツールを用いる。
　環境への配慮やコンプライアンスなどの項目でSDGsの取
り組み状況を簡易的に診断した後、宣言書を作成。宣言書を
同金庫のホームページに掲載する。同サービスの利用料金は
３万3000円。� ［10 ／ 25付日経］

【パンにコーヒーの香り】
� ㈱大和屋
　富岡実業高の生徒が、コーヒー豆販売の㈱大和屋（取締役
会長・平湯正信氏／高崎支部所属）のコーヒーを使ったパン
を開発し、29日に大和屋高崎吉井店で限定販売する。開発チー
ムは「コーヒーの香りと、もちもちしたパンの食感のハーモ
ニーを楽しんでほしい」とPRしている。
　地域産業科の２年生８人が開発。ペースト状にしたコー
ヒー豆をパン生地に混ぜた。ひねってから焼き、きれいなし
ま模様のパンに仕上げた。� ［10 ／ 29付上毛］

【利根沼田宝物グランプリ最高賞】
� ㈱北毛久呂保
　利根沼田地域の特色ある商品を全国・世界レベルに育てよ
うと、沼田青年会議所は12日、「にっぽんの宝物プロジェク
ト群馬利根沼田の宝物グランプリ」の審査会（地域大会）を
沼田市役所で開いた。７商品が審査され、㈱北毛久呂保（代
表取締役・兵藤武志氏／沼田支部所属）と雪ほたか（川場村）
が共同開発した「蒟蒻とお米のスィーツわび」が、最高賞の
グランプリに輝いた。
　「わび」はブランド米の米粉と、こんにゃくで作った菓子。
黒ごま、落花生、よもぎの３種類を用意した。ブルーベリー
などのソースも添えた。� ［11 ／ 13付上毛］

【高崎の企業４組　事業計画を発表】
� ㈱Sunset films
　起業家が事業計画を発表し、行政や金融機関との連携を生
み出す高崎モーニングピッチが17日、高崎市産業創造館で開
かれた。同市内に事業展開する４組が登壇し、事業化の経緯
や将来の目標を説明した。
　㈱Sunset films（代表取締役社長・井埜涼太氏／高崎支部
所属）は、全国の工芸品や農産物を店舗と通販サイトで取り
扱い、販売を支援する新事業を紹介。「製品の背後にある思
いやストーリーを伝え、生産者と消費者の結び手になりたい」
と力を込めた。� ［11 ／ 18付上毛］

【私募債寄付】
� ㈱三友
　㈱三友（代表取締役・阿左見卓巳氏／沼田支部所属）。群
馬銀行の「ぐんぎんSDGs私募債」で沼田高に加湿空気清浄
機１台（６万円相当）� ［11 ／ 18付上毛］

【伊香保石段街に初のベーカリー】
� ㈱ホテル松本楼
　伊香保温泉石段街で食べ歩きを楽しんでもらおうと、㈱ホ
テル松本楼（代表取締役社長・松本光男氏／沼田支部所属）
は18日、パン店「湯の花パンby伊香保ベーカリー」を開店す
る。石段街では初めてのベーカリーとなり、観光客が食べ歩
きできるサイズのパンを中心に販売する。
　伊香保温泉の新名物を目指し、湯の花まんじゅうをイメー
ジしたあんパン「湯の花パン」を開発。さらに水分を減らし
て黄色に焼き上げた食パンは、黄金の湯から「黄金食パン」
と名付けた。� ［11 ／ 18付上毛］

【会員登録変更】
　㈱山藤（富岡安中支部所属）は、この度「取締役・筒井勇
樹氏」に会員登録を変更しました。

【会員登録変更】
　㈲見田村製作所（富岡安中支部所属）は、この度「代表取
締役・見田村つかさ氏」に会員登録を変更しました。

【代表取締役就任】
　㈱ファン・ライフカンパニー、専務取締役・櫻井健一氏（沼
田支部所属）は、この度、「代表取締役」に就任しました。



同 友 ぐ ん ま 2022年 12月号（6）第490号

第７回

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

11 月度常任理事会承認

高
崎
支
部

〒370-0046　高崎市江木町166-7-1202

　医療法人理事・株式会社取締役社長を歴任。事業の
立て直しを主に経験し実績を積んで参りました。ES従業
員の笑顔が企業の改革の本質と捉え、多くの時間・優先
順位を高め利益の健全化をして参りました。群馬県の企
業様にはお役に立てることを念頭に活動して参りますの
で皆様にはご指導くださいますようお願いいたします。

ＴＥＬ：080－2952－5279

コンサルタント

【紹介者／事務局】
車

カドル　マネジメント

代　表
池　中　淳　一

S40年生

桐
生
支
部

〒373-0072　太田市高瀬町224-6

　当社は主に自動車、電子製品関連の製造工場より発生したプ
ラスチック成形不良品などの廃材のリサイクル業務を行ってい
ます。自社トラックの回収、自社工場の計量、加工サービスを提
供します。資源・人・自然環境を大切にする理念の元に努力して
おります。廃材処理に困っている会社様がおりましたらお問い
合わせを頂ければと思います。どうぞよろしくお願い致します。

ＴＥＬ：0284−71−6691
ＦＡＸ：0284−71−6692

プラスチックリサイクル、貿易輸出・入、プラスチック廃材の回収・再生加工業務及びバイオマス樹脂、松脂原料販売

【紹介者／齋藤由起子】
ゴルフ、ハイキング、登山

新科商事㈱

代表取締役
橋　本　佳　実

S49年生

高
崎
支
部

〒379-0226　安中市松井田町行田244

　この度、高崎支部に入会させて頂きました、株式会社ソレイユの新井
と申します。弊社は、群馬・埼玉・茨城で放課後等デイサービス及び就
労継続支援Ｂ型といった福祉事業所を運営する会社です。併せて系列
の法人で、介護・福祉施設の設立や運営の支援といったコンサルティン
グ業も行っています。同友会の活動に参加させて頂くなかで皆様から
様 な々事を学びたいと思っています。今後とも宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：027−386−6460
ＦＡＸ：027−386−6830

放課後等デイサービス（７カ所）、就労継続支援Ｂ型（１カ所）

【紹介者／瀧澤　啓】

㈱ソレイユ

代表取締役会長
新　井　好　松

S49年生

富
岡
安
中
支
部

〒379-0116　安中市安中1-12-21

　この度入会させていただきました。高齢の方々を中心に、生
活の中で出てくる「ちょっと困ったこと」を解決しています。庭木
のお手入れやお掃除、家の修繕などのご相談が多いですが、社
会福祉士でもありますので、福祉に関わるご相談や、家族のこ
と、将来のことなどのご相談や、話し相手としてなどの依頼にも
対応しています。どうぞ皆様よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：090－3301－7024

高齢者のおうちに関わるお困り事の解決全般

【紹介者／廣木克之】
寅さん、風船、旅

おうちの御用聞き　家工房

代　表
原　田　直　文

S41年生

日
時　

十
一
月
一
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、
阿
久
戸
、
理
事
／
吉
池
、
提
箸
、

小
林
、
榎
原
、
佐
藤
、
渡
辺
、
小
池
、

佐
藤
、
周
藤
、
神
保
、
金
子
、
佐
藤
、

高
屋
敷
、
瀧
澤
、
布
施
、
村
岡
、
中

西
、
関
口
、
小
板
橋
、
事
務
局
／
阿

久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
二
十
三
名
）

【
議　

事
】

　

佐
藤
富
岡
安
中
支
部
長
が
議
長
を

つ
と
め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も

と
、
第
七
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
人
を
生
か
す
経
営
全
国
交
流
会

（
徳
島
）
の
参
加
報
告
が
吉
池
共
育

委
員
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

②
中
同
協
第
二
回
幹
事
会
の
参
加
報

告
が
町
田
代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま
し

た
。

③
支
部
還
元
金
（
下
半
期
）
の
支
払

報
告
が
事
務
局
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
理
事
会
へ
の
提
案
に
つ
い
て

　

例
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用

に
つ
い
て
、
正
副
支
部
長
会
に
お
け

る
意
見
交
換
の
内
容
が
報
告
さ
れ
、

各
支
部
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
有
効
活
用

し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。

２
．
二
〇
二
二
経
営
研
究
集
会
の
詳

細
確
認
に
つ
い
て

　

今
月
二
十
四
日
に
開
催
が
迫
っ
た

経
営
研
究
集
会
に
つ
い
て
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
参
加
申
込
状
況
な
ど
の
確

認
、
最
後
の
参
加
協
力
依
頼
が
榎
原

実
行
委
員
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

３
．五
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム（
名

称
仮
）
に
つ
い
て

　

来
年
四
月
開
催
予
定
の
五
〇
周
年

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
名
称
仮
）
に
つ

い
て
、
過
日
の
実
行
委
員
会
で
話
し

合
わ
れ
た
内
容
、
開
催
概
要
な
ど
の

報
告
が
佐
藤
実
行
委
員
長
よ
り
あ
り

ま
し
た
。

４
．
新
年
度
理
事
候
補
者
推
薦
依
頼

（
再
）
に
つ
い
て

　

あ
ら
た
め
て
各
組
織
へ
新
年
度
理

事
候
補
者
推
薦
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。

５
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
四

名
、
退
会
者
二
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
三
五
名
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

下
半
期
の
会
員
増
強
に
向
け
て
、
各

支
部
の
入
退
会
率
・
例
会
参
加
率
な

ど
の
資
料
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　
「
原
材
料
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
・

円
安
な
ど
の
影
響
と
対
策
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

２
．
第
八
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
選
出

は
渋
川
吾
妻
支
部
に
依
頼
し
ま
し

た
。

　

■
日
時
／
十
二
月
六
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）


